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７

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
初
め
て
声
が
か
か
っ
た

フ
ロ
ジ
Ｔ
ラ
ト
国
内
委
員
　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
　
菅
波
　
茂

　
民
間
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
途
上
国
支
援
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
現
在
は
、
広
く
知
ら
れ
る
存
在
だ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
族

計
画
・
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
は
、
日
本
政
府
・
外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
を
相
手
に
し
な
い
時
代
だ
っ
た
。

　
岡
山
市
に
本
部
が
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
＝
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
ア
ジ
ア
各
国

の
若
い
医
師
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
地
震
、
洪
水
と
い
っ
た
自
然
災
害
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
緊
急
医

療
の
た
め
、
日
本
か
ら
医
療
チ
ー
ム
を
送
っ
た
り
、
ア
ジ
ア
各
国
の
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

　
時
と
し
て
、
日
本
政
府
の
派
遣
よ
り
早
く
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
現
地
に
入
っ
た
り
、
政
府
が
派
遣
で
き
な
い
紛
争

地
の
難
民
に
医
療
チ
ー
ム
を
送
り
込
ん
で
き
た
。
そ
れ
で
も
、
売
名
行
為
で
は
な
い
の
か
、
と
い
わ
れ
た
も
の
だ
。

神
戸
、
淡
路
島
で
の
大
震
災
で
は
、
神
戸
市
長
田
地
区
で
緊
急
医
療
活
動
し
て
、
や
っ
と
、
本
も
の
だ
っ
た
と
分

っ
て
も
ら
え
た
。

　
世
間
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
認
知
し
て
い
な
い
こ
ろ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
医
師
派
遣
を
求
め
た
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
保
健
医
療
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
学
や
大
学
病
院
の
人
材
に
頼
っ
て
い
た
。
途
上
国
に
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医学生時代から海外で経験をつん

だ、と管波さん

行
き
た
が
ら
な
い
医
師
は
少
な
く
な
く
、
困
っ
て
い

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
医
療
活
動
す
る
若
い
人
材
が
い
る
の
が

知
ら
れ
て
き
た
の
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
、
お
声
が
か

か
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
関
係
は
こ
の

時
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
そ
の
後
、
九
六
年
か
ら
乳
幼
児
の

死
亡
率
が
高
い
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
、
五
年
計

画
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
依
頼
で
続
け
て
い
る
。
首
都
ル
サ
カ
に
地

方
か
ら
出
て
き
た
貧
し
い
人
た
ち
の
居
住
地
区
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
）
の
現
場
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
、
看
護
婦
、
調

整
員
を
送
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
草
の
根
レ
ベ
ル
で
、
ザ
ン
ビ
ア
の
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
診
療
所
を
運
営
で
き
る
よ
う
に
育

て
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　
私
自
身
が
、
岡
山
大
学
の
医
学
生
時
代
に
ア
ジ
ア
各
地
へ
出
か
け
、
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
が
で
き
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
発
展
し
た
経
緯
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
創
成
期
は
、
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
、
一
種
の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
形
で
医
学
調
査
隊
が
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
田
実
氏
に
よ
る
「
何
で

も
見
て
や
ろ
う
」
本
が
読
ま
れ
た
時
代
だ
。
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第
二
期
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
で
民
間
グ
ル
ー
プ
が
初
め
て
国
際
協
力
の
場
に
出
て
行
き
、
経
験
を
積
ん
　
　
4
8

だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
誕
生
だ
っ
た
。

　
第
三
期
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
民
権
を
得
た
阪
神
大
震
災
。
ま
た
郵
政
省
の
国
際
ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
で
、

活
動
資
金
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
で
き
、
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付
に

は
免
税
措
置
が
と
ら
れ
る
。
財
政
的
な
自
立
が
あ
っ
て
こ
そ
、
本
も
の
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
れ
る
、
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
会
員
の
若
い
医
師
た
ち
五

人
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
送
り
出
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
緊
急
援
助
医
療
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
住

民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
打
っ
て
つ
け
だ
。
タ
ー
ラ
ッ
ク
州
で
共
同
薬
局
づ
く
り
が
で
き
た
の
も
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
会
員
、
エ
マ
・
パ
ラ
ソ
さ
ん
が
い
た
か
ら
だ
。

　
彼
女
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
医
学
部
卒
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
、
卒
業
後
の
五
年
間
は
神
に
身
を
さ
さ
げ
る
と
決

意
。
ゴ
ミ
の
山
で
知
ら
れ
た
マ
ニ
ラ
・
ト
ン
ド
地
区
の
ス
ラ
ム
で
活
動
し
て
い
た
。
一
九
九
一
年
の
ピ
ナ
ッ
ボ
火

山
噴
火
で
も
緊
急
救
援
で
協
力
し
あ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
派
遣
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、
田
中
政
宏
が
村
落
に
共
同
薬

局
を
間
く
の
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
彼
女
を
航
空
機
事
故
で
失
っ
た
の
は
残
念
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
政
治
不
安
定
で
、
貧
富
の
差
が
激
し
い
国
だ
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
先
進
国
だ
。
救
府
が
き

め
の
細
か
い
こ
と
を
や
ら
な
い
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
府
の
代
わ
り
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
が
、

政
府
に
就
職
す
る
。
そ
の
逆
も
あ
り
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
社
会
の
評
価
は
、
日
本
と
く
ら
べ
て
、
遥
か
に
高
い
。
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「

　
も
う
ひ
と
つ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
特
色
は
、
他
の
ア
ジ
ア
の
国
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
よ
う
な
強
い
民
族
意
識
が
な
い
。
歴
史
の
誇
り
が
な
い
。
国
と
し
て
ま
と
ま
り
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
国
家

よ
り
個
人
の
自
主
性
が
高
く
、
個
人
と
個
人
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ア
ミ
ー
ゴ
の
社
会
だ
。
日
比

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
息
を
合
わ
せ
て
や
れ
る
素
地
が
あ
る
。

　
政
府
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
た
後
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
が
自
立
し
て
持
続
可
能
な
活
動
を
展
開
で

き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

　
政
府
間
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
、
施
設
の
充
実
、
技
術
移
転
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
能
力
開
発
や
発
展
の
機
会
を
与
え

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
自
分
で
や
る
気
を
続
か
せ
る
の
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
私
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
見
聞
で

も
、
彼
ら
は
や
れ
ば
で
き
る
の
に
や
ら
な
い
。
や
る
気
が
続
か
な
い
。
日
比
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
○
年
の
成
果
が
長
続
き
す
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
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